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はじめに 

 

 平成２７年度は、本学の建学の精神である「博愛」と「公益」を基調として、

法人・大学全体の改革目標である「五つの力の目標」と「三つの力の追加目標」

の達成のため、順調に実績を重ねた。 

 

 平成２７年度事業計画としては、次の７項目を実行していくことで、建学の

精神のさらなる具現化、「八つの力」の達成のため取り組みを展開した。 

  

Ⅰ．教学（学部教育）の改革 

     【学部‐ａ（第１学年～第４学年）の改革】 

     【学部‐ｂ（第５学年、第６学年、既卒者）の改革】 

     【国際交流】 

     【社会連携・社会貢献】 

     【ガバナンス機能の改革】 

    Ⅱ．大学院の改革 

    Ⅲ．教員人材の整備 

    Ⅳ．附属病院の財務改革・その他の取組 

    Ⅴ．歯科技工士・歯科衛生士両専門学校の改革 

    Ⅵ．キャンパス施設・設備の整備 

    Ⅶ．法人・大学の管理運営 

 

 教学改革においては、学部では「アドミッション・ポリシー」に基づいた学

生の受け入れを行った。教育は、「ディプロマ・ポリシー」、「カリキュラム・ポ

リシー」に基づいた特色ある授業科目を展開した。教学関係データの分析を軸

とするＩＲ室を立ち上げ活動を開始した。歯科医師国家試験合格率は、新卒者

（７８．１％）、既卒者（６２．１％）いずれも全国平均を超えた。専門学校に

おける教育では、国家試験合格率は歯科技工士（１００％）、歯科衛生士   

（１００％）とも全国平均を上回る好成績であった。大学院では、歯科基礎系

専攻志願者への優遇策や外国人留学生特別選抜などの入学者増を目指した。 

 研究については、科学研究費補助金獲得増や競争的資金を得た研究の活性化

が進んだ。診療については、附属病院の健全経営を確保し、その社会的責任を

果たせるような各種活動を推進した。また、キャンパス施設の補修については、

経費と比較検討しながら慎重に実施した。 

 歯科技工士・歯科衛生士両専門学校を改組転換して、平成２９年４月開学を

目指す医療保健学部（仮称）については、鋭意設置準備を行った。
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Ⅰ．教学（学部教育）の改革 

 大阪歯科大学は、教育基本法の規定する教育の一般的な目的と方針に則り、

歯学に関する学術を中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の領野

における学理技術を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、  

もって文化の創造と発展に貢献することを目的としている。 

 平成２７年度は、大学基準協会認証評価の際、本学に対して指摘があった教

育課程、卒業要件を「学則」と「大阪歯科大学学業成績評価に関する規程」に

規定することにより、教学改革の方向を明確にした。 

 

【学部‐ａ（第１学年～第４学年）の改革】 

１．歯学部入学志願者増加への取り組み 

 本学は、アドミッション・ポリシーとして、「歯科医師として社会に貢献し奉

仕する使命感と気概を持つ人」、「専門的知識、技能、態度を修得するために着

実に努力する人」、「国際的な視野に立って歯科医学の発展と歯科医療を担う熱

意のある人」を掲げ、優秀な学生の確保に努めている。 

 学生の受け入れについては、オープンキャパス、高校訪問、高校生向け進学

ガイダンス「夢ナビライブ」への参加など本年度も継続して志願者の確保に広

範な広報活動を行った。 

 オープンキャンパスは、楠葉学舎で７月、９月各１回、８月は２回（うち１

回は天満橋学舎）、過去最高の延べ４６０名の参加人数で行われた。当日のプロ

グラムは入試概要説明、本学学生による短期海外研修体験講演、入試に向けて

のポイント講座、体験実習、ミニ講義、キャンパスツアー、個別受験相談会を

実施した。第２回目となる本学附属病院で行われた入試説明会と院内ツアーは

８０名の参加で好評であった。 

 平成２７年度も入学試験成績優秀者特待生制度を一部改正し、優秀な学生の

確保に努めた。これは、一般入試及び大学入試センター試験利用入学試験にお

いての措置であり、 

・Ⅰ種（初年度学納金（入学金を除く）免除：５１５万円、２年次以降は授業

料全額免除：３８０万円×５年、対象人数２名）、 

・Ⅱ種（初年度学納金（入学金を除く）免除：５１５万円、２年次以降は授業

料１００万円免除：１００万円×５年、対象人数２名） 

・Ⅲ種（初年度学納金（入学金を除く）免除５１５万円、対象人数１５名） 

となっており、在学時の勉学意欲の向上を図った。 

 受験機会の複数化については、一般入試（前期日程）において、東京会場（東

京都品川区ＴＯＣビル）の他、福岡会場（代々木ゼミナール福岡校）を追加し

た。このような取り組みにより、募集人員に対する実質競争倍率は２倍を超え、

平成２８年度新入生１２８名を過不足なく充足した。 

平成２３年度（平成２４年度入試）から実施され第５回目となる編入学試験

では、８名が第２学年へ編入となった。 
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２．インスティテューショナル・リサーチ（ＩＲ）室の活動開始 

 平成２７年５月に事務分掌規程を改正、上記の室に専任職員１名を配置し、

次の事務を行うこととした。 

・教育、学生支援にかかわる情報の収集、分析に関すること。 
・研究（教員業績を含む）にかかわるデータの収集、分析に関すること。 
・管理運営にかかわる情報の収集、分析に関すること。 
・情報の提供による意思決定の支援に関すること。 
・データベースを利用したデータ収集及び検証並びにデータベースの整備に関

すること。 
・学内におけるデータ及び情報の普及活動並びにデータ分析報告の支援に関す

ること。 
・その他本学の計画策定、政策決定、意思決定業務等の支援に関すること。 

 ＩＲ室は、その活動を開始したばかりであるが、今後、教務部、学生部、歯

科医学教育開発室との連携をとりながら、本学の意思決定への支援体制を整備

していくものである。 

 

３．新カリキュラムの検証 

本学は、ディプロマ・ポリシーにおいて 

①専門的知識、技能、態度を修得し、国民の健康な生活を確保する能力 

②汎用能力および危機管理能力をもち、絶えず研鑽を積む習慣 

③地球規模で新時代の歯科医学と歯科医療を構築する能力 

の３点を学生が修得すべき能力と位置づけ、これらを受けて、 

カリキュラム・ポリシーにおいて 

①知識、技能および人間性を具えた歯科医師の養成を行うカリキュラムを編成

する。 

②学生が意欲をもって学習でき、国家試験への備えとしても万全の科目を設け

る。 

③学生中心主義に基づき、学生と教職員とのふれあいの場を数多く設置する。 

④患者さんへの思いやりや温かな心をもった歯科医師の育成に必要な教育を行

う。 

の４点を掲げている。 

 平成２７年度は、本学の建学の精神、３つのポリシーに連動する特色ある科

目として、全学年実施の「ＯＤＵソーシャルコミュニティ」、第３学年で「研究

チャレンジ」を開講した。 

「ＯＤＵソーシャルコミュニティ」は、第１学年から第４学年までの全学生が、

学長及び教職員とともに枚方市の主催する環境美化活動であるアダプトプログ

ラムに登録し参加するという内容である。周辺の住民の方々からも好評を得て

おり、本学学生のイメージアップに繋がるとともに、学生の社会人としての基

礎力向上にも役立っている。この地域貢献活動は，枚方市ホームページに掲載

されている。 

（https://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/d1gyoum/adaptprogram.html） 
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「研究チャレンジ」は、過去に経験した症例を分析して自らの診断や治療の技

術を検証し、国内外の文献から新しい歯科医療情報を得て、生涯を通じて「な

ぜ」、「どうして」という研究マインドを学生に涵養することを目的にしており、

ＳＣＲＰもしくは専門学術大会での成果発表を目指している。 

 第４学年では、全国共用試験歯学系ＣＢＴを臨床実習へ至る前の重要な試験

として、指導体制を強化してその成績が格段に向上した。また、平成２７年度

からＯＳＣＥに再試験を導入した。 

 従来からの第１学年次の人権論、早期臨床体験学習、社会福祉施設体験学習

は引き続き学生の態度教育の柱として十分機能している。特に社会福祉体験学

習は、「文部科学省・歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議第１次

報告(平成２１年１月)を踏まえた第３回フォローアップ調査まとめ（平成２８

年３月３１日）」で、全国歯科大学・歯学部の参考となる特色ある取組に取り上

げられた。 

 歯科医学教育開発室により、成績下位者を対象に徹底した学修支援を実施し

た。 

 

【学部‐ｂ（第５学年、第６学年、既卒者）の改革】 

 第５学年は、午前８時４５分からの臨床講義、午前９時１５分から午後４時

までの臨床実習と年５回の臨床知識試験でその成績を判定している。 

 臨床実習の合格基準は、診療参加経験数、観察記録による評価、臨床実習終

了時試験の合格、講義出席率８０％以上である。また臨床知識試験の合格基準

は平均得点率６５％以上である。これらはいずれも進級要件である。 

 第６学年は、学士試験と本学指定の模擬試験により、成績の向上に努め、ま

た既卒者に対してもきめ細かな指導を行った結果、第１０９回歯科医師国家試

験の合格率は新卒者（７８．１％）、既卒者（６２．１％）ともに全国平均を超

えた。 

 

オフィスアワーの実施 

 本学においてもオフィスアワーが本格的に実施された。オフィスアワーとは、

教員が研究室等において学生からの授業内容や勉強方法についての質問や相談

に応じる時間をいい、本学においては、年間４０時間以上、１回あたり少なく

とも１時間以上設定し、実施日時には教員を少なくとも１名以上、配置して対

応するものとしている。 

 

文部科学省・私立大学等改革総合支援事業 

 本学は、平成２７年度の上記支援事業に申請し、タイプ１の「教育の質的転

換」に採択された。この事業は、私立大学が行う様々な改革の全学的な取組に

対し、経常費・設備費・施設費を一体として重点的に支援するために実施され

るもので、さらにこの事業の一環としてアクティブラーニングのためのクリッ

カー等の整備も採択された。（「私立大学等教育研究活性化設備整備事業」） 
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学生生活指導体制 

本学の学生生活指導は、各学年の指導教授、助言教員、特別アドバイザー、

教育アドバイザー、大学院生のＴＡにより日々行われている。昨年度同様『学

生生活ハンドブック』を全学生に配付した。 

また、初めての試みとして「自転車盗難防止・女性被害防止キャンペーン」

が、枚方警察署により、平成２７年５月２６日に楠葉学舎食堂で実施された。 
「薬物乱用防止講演会」が、第１学年を対象に、大阪府警、枚方署から各１名

の講師を招き、平成２７年６月１０日午前９時から開催された。 
「女性被害防止講演会」が平成２７年７月１７日に開催され、第１学年の女子

学生５８人中、５０人が出席した。 
「学生相談室」は、楠葉学舎と天満橋学舎において、専門の臨床心理士（非常

勤３名）を置き、学生・教職員等の相談を行っている。 
 
学生のスポーツ振興 

 平成２７年７月、第４７回全日本歯科学生総合体育大会（当番校：奥羽大学）

が開催され、本学は総合で３位であり、ボウリング、空手道、アーチェリー、

ヨット、漕艇の各部が優勝した。 

 

【国際交流】 

 平成２７年度の国際交流は、交流協定提携校を中心に学生、教員の派遣と受

入が下記の日程で実施された。特に「文部科学省・歯学教育の改善・充実に関

する調査研究協力者会議第１次報告(平成２１年１月)を踏まえた第３回フォロ

ーアップ調査まとめ（平成２８年３月３１日）」では、「グローバルに活躍する

歯科医師の養成・国際交流」の項目で本学の「海外の大学との間に学生相互交

流を実施」していることが、全国歯科大学・歯学部の参考となる特色ある取組

に取り上げられた。 

・コロンビア大学からの学生受入（平成２７年４月５日～４月１１日） 

川添理事長・学長との懇談に始まり、楠葉学舎内の施設見学や附属病院の見

学を行い、英語での特別講義を実施し、一般開業医診療所の見学として河村歯

科医院を訪問した。国際交流部主催のウェルカムパーティーでは本学学生も参

加し、互いに親交を深めた。 

・アジア３大学口腔医学院からの学生受入（平成２７年７月２７日～３１日） 

 南方医科大学口腔医学院（学生６名、引率教員１名）、四川大学華西口腔医学

院（学生５名）、台北医学大学口腔医学院（学生５名）が、本学を訪問して特別

講義(英語での講義)、天満橋学舎附属病院、外部歯科診療所を見学した。 

・四川大学華西口腔医学院インターナショナル・サマーキャンプ（平成２７年 

 ７月５日～１３日） 

 国内から本学学生２名（５年）、日本歯科大学、東北大学歯学部の学生、他の

外国からアメリカ、オランダ、タイの大学から参加した。本学の参加学生２名

は大学対抗技能コンテストで１位の栄冠に輝いた。  
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・南方医科大学口腔医学院での短期海外研修（平成２７年７月１８日～２４日） 

 学生６名（４年）の研修は、特別講義・臨床見学を主体としたプログラムで、

参加学生による積極的なディスカッションが行われた。 

・シドニー大学歯学部での短期海外研修（平成２７年８月１５日～２５日） 

 学生４名（３年３名、４年１名）が特別講義、臨床見学を主体としたプログ

ラムに参加した。 

・山西医科大学学長訪問（平成２７年１１月１９日） 

段志光校長 他５名が、本学天満橋学舎を訪問し、理事長・学長と会談した。

本学のカリキュラム内容、本学附属病院診療室等施設の見学が行われた。 

 

【社会連携・社会貢献】 

・枚方市との連携事業への参画 

 枚方市と枚方所在の６大学との地域連携を図るため設置されている「学園都

市ひらかた推進協議会」の第１６回目会合が、平成２７年６月１日関西医科大

学において開催された。協議会では「中高生を対象とした大学体験事業」、「こ

ども大学探検隊」、「ひらかた市民大学」について、これらを実施していくこと

が確認された。 

本学においては、下記の連携事業が開催され、地域に開かれた大学として市

民に開放した。 

［中高生を対象と大学体験事業］（平成２７年９月２７日） 

楠葉学舎において、「リアル歯科大を体験しよう」と名付けて、キャンパスツ

アーやミニ講義、体験実習などを行い、本学の魅力をアピールした。（受験生向

けオープンキャンパス２０１５と併催） 

［こども大学探検隊］（平成２７年１０月３１日） 

楠葉学舎において、本学学生有志（第１学年４名、第２学年１名、第３学年

３名、第４学年９名）が運営スタッフとなり、ミニ講義、参加者の体験実習（指

模型の作製実習）などが行われ好評であった。（本学楠葉祭（文化祭）と併催） 

［ひらかた市民大学］（平成２７年１１月７日） 

 楠葉学舎において、「デジタル歯科治療で美しい口もとを」をテーマに、歯科

審美学室の末瀬 一彦教授が、歯科治療や歯科技工技術のデジタル化による進

展の現状について講演を行った。 

 さらに、枚方市が推進するもうひとつの連携事業である「健康医療都市ひら

かたコンソーシアム」については、平成２８年３月２５日に楠葉学舎において

「ひらたか健康のつどい」が開催され、本学の高齢者歯科学講座の高橋一也准

教授が「あなたの健康はお口から！キーワードはかかりつけ歯科医」をテーマ

に講演を行った。 

 

・第２３回大阪歯科大学公開講座 

 平成５年度から本学の恒例事業となっている公開講座は、平成２７年度のメ

インテーマを「近未来の歯科治療 デジタルデンティストリー」として、天満
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橋（９月５日、１２日）・楠葉両講座（２月２０日、２７日）の延べ受講者は   

５６０名を得て好評であった。 

サブテーマ 
講 師 

（所属） 

天満橋講座 

受講者数 

枚方講座 

受講者数 

デジタル化によって変わる歯科治療 

‐快適な歯科治療と安全な装置の提供

を目指して‐ 

末瀬一彦教授 

(歯科審美学室) 
１４８名 １６０名 

デジタル化によって変わるエックス線

診断と安全性・利便性 

四井資隆講師 

(歯科放射線学講座) 
１０１名 １５１名 

 

・セレッソ大阪スポーツクラブとの連携研究協定締結 

平成２８年２月２６日本学は、スポーツと歯科医学の関係性を具体的なデー

タに基づいて研究し、口腔環境の改善を通じて世界基準のトップアスリートの

養成を目指すために、一般社団法人セレッソ大阪スポーツクラブ（代表理事・

宮本 功氏）と連携研究協定を締結した。 

協定の主な内容は、１．歯科医学・医療に基づくサッカー選手の育成に関す

る共同研究及び事業、２．歯科医学・医療によるサッカー界への貢献、３．本

共同研究の活動における相互の指導者、講師等の交流、４．サッカー全般に関

する情報の収集及び交換、５．その他サッカーの振興をはじめとする地域の活

性化に寄与する事項の推進、の５項目となっている。 

 

【ガバナンス機能の改革】 

 文部科学省が推進する大学ガバナンス改革による学校教育法等の関係法令の

改正に伴い、本学においても理事長・学長の権限の強化が図られ、平成２７年

４月「大阪歯科大学学則」及び「大阪歯科大学教授会・主任教授会規程」を改

正した。このことにより学長が、議事を一層迅速に決定できるようになった。 

 

Ⅱ．大学院の改革 

 大阪歯科大学大学院歯学研究科は、大学院生に歯学に関する学術の理論及び

応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与するとともに、大学院

生を当該専攻分野に関する高度の研究指導者に養成することを目的としている。

そして、入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）、教育課程編成・実

施方針（カリキュラム・ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を

定めている。 

 平成２６年度大学基準協会認証評価時の指摘事項である教育及び履修方法に

ついて授業の方法、単位の計算方法等を定めるように学則改正を検討した。 

 

１．大学院生の入学者増加計画、外国人留学生、大学院教員の増強等 

 平成２８年度入試（平成２７年度実施）では、定員３０名の中、３４名の入
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学者を確保した。このうち、中国からの外国人留学生入学者の１名をはじめ、

平成２８年度の特長として社会人特別入試を実施し、入学者が導入初年度にも

かかわらず８名となり、好調な状況となった。また歯科基礎系専攻への志望者

を確保する観点から、授業料の半額免除制度を継続し、３名の基礎系志願者が

入学し、この制度を利用した。 

 専攻科については、「障害者歯科学」を新設し、これにより歯科臨床系は１４

専攻科となった。 

 平成２４年度から継続して大学院教員の増強を行った他、講師（非常勤）に

ついても補充を行った。ポストドクトラルフェローについても１名を採用した。 

 

２．学位論文の情報公開について 

 文部科学省が推奨する学術情報の公開については、本学大学院ホームページ

に「学位授与一覧」のバナー（http://www.osaka-dent.ac.jp/grad/gakui）を

設け、課程博士（甲）、論文博士（乙）の区分ごとに全学位授与者の「学位記番

号」、「氏名」、「論文題名」、「授与日」、「論文要旨」等を外部から閲覧できるよ

うになっている。 

 

３．ティーチング・アシスタントの採用について 

 学部学生に対する教育補助として１１名の採用を行った。この採用された大

学院生は手当が支給されており、ティーチング・アシスタント勤務実績報告書

を義務づけている。 

 

Ⅲ．教員人材の整備 

１．教員評価について 

 本学の教員評価は、教育、研究、臨床及び学内・社会の４領域の活動を数値

化し、評価結果は、講座・教室ごとの研究費の傾斜配分（教員の論文数、科学

研究費助成事業・採択状況、社会的貢献）に活用している。 

 教員の資質向上のためのＦＤは、ＦＤ委員会（委員長・教務部長）による企

画で実施されている。平成２７年度は、下記のとおり９回にわたり実施された。 

回数 開催日 テーマ 講師 参加人数 

第 1回 
平成 27年 

4月 27日 

歯学系ＣＢＴ問題公募要領と問題

作成のポイント 

田中 昭男本学教授 

西川 泰央本学教授 

松本 尚之本学教授 

１１１名 

第 2回 7月 7日 
クリッカーを用いた講義実施の 

ポイント及び基礎的な使い方 

白嶋 章氏（TERADA.LENON営業部長） 

上村 守氏（本学解剖学講座講師） 
１０７名 

第 3回 7月 21日 ＷｅｂＣｌａｓｓ活用に向けて 
近藤 孝道氏 

（日本データパシフィック㈱） 
１０６名 

第 4回 8月 18日 歯学教育認証評価の世界的動向 
森尾 郁子氏 

（東京医科歯科大学教授） 
１１３名 
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第 5回 9月 8日 
アクティブラーニングの先へ 

ディープアクティブラーニングの提案 

松下 佳代氏（京都大学高等教育研究

開発推進センター） 
１４５名 

第 6回 11月 19日 生命科学教育における反転学習 
矢野 浩二朗氏 

（大阪工業大学准教授） 
１２８名 

第 7回 12月 26日 授業実演を含むワークショップ 
倉茂 好匡氏  

（滋賀県立大学副学長） 
３２名 

第 8回 
平成 28年 

2月 9日 
アクティブラーニング事例集 

小野 和宏氏 

（新潟大学教授） 
１５５名 

第 9回 3月 10日 「眠くならない授業」への挑戦 
太城 康良氏 

（三重大学大学院准教授） 
１４８名 

 

２．大学主任教授の選出、臨床教授規程の改正、特別任用教授（特任教授）の

設置 

〇平成２７年３月末で退職した細菌学講座、口腔衛生学講座、解剖学講座、口

腔解剖学講座の４名の主任教授について、速やかに選考を行い基礎系教育研究

体制の充実を図った。 

〇臨床教授に関する規程を下記のとおり改正した。 

・臨床及び臨床教育の充実の観点から学内外から委嘱する。 

・学長の推薦により理事長が決定する。 

○特任教授規程の制定 

新たな学部又は学科を新設する場合や教育支援のため、本学理事長が、任用

の必要があると認めた教員を特別任用教授（特任教授）とする規程である。 

 

３．大学院専攻科教員の定員の見直し 

 基礎系・臨床系以外の教員（英語、倫理学等）若干名の定員を新たに置くた

め本学大学院歯学研究科専攻科教員任用規程の改正を行った。 

 

４．外部資金の獲得による教育・研究活動の展開 

 本学における科学研究費補助金、私立大学等経常費補助金などの獲得状況は

以下のとおりである。 

○平成２７年度科学研究費補助金（文部科学省） 

  基盤研究（Ｂ）       １件 

  基盤研究（Ｃ）      ３３件 

  挑戦的萌芽研究       ３件 

  若手研究（Ｂ）      ２０件 

  研究活動スタート支援    ２件 

    合計         ５９件 補助金交付額  ７７４０万円 

                  （間接経費    ２３２２万円） 

合計１億  ６２万円 
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○平成２７年度私立大学等経常費補助金 

 本学への日本私立学校振興・共済事業団からの交付額は、３億７９６４万  

３０００円で、そのうち特別補助３９０２万１０００円であった。 

 特別補助の内訳は以下のとおりである。 

・大学等の国際交流の基盤整備 

（海外からの学生の受け入れ、海外からの教員の招へい、学生の海外派遣、大

学等の教育研究環境の国際化、実践的な語学力の取得や国際理解の推進） 

・大学院等の機能の高度化 

 大学院における研究の充実（女性研究者支援） 

 研究施設運営支援（中央歯学研究所） 

・授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実 

 卓越した学生に対する授業料減免等（特待生制度） 

・平成２７年度私立大学等改革総合支援事業 

「タイプ１ 教育の質的転換」２８８６万円（うち９００万円は平成 27 年度私立大

学等経常費補助金特別補助から交付） 

○平成２７年度私立大学等教育研究活性化設備整備事業 

１７８６万３０００円（アクティブラーニングのためのクリッカー等の整備） 

○平成２７年度学術研究振興資金（日本私立学校振興・共済事業団） 

  交付額  １００万円 

  研究課題 ｉＰＳ細胞を用いた広域顎口腔組織欠損再生に向けた基礎的研究 

○国立研究開発法人日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）難治性疾患実用化研究

事業    ４０１万８１８２円（共同研究） 

○平成２７年度「日本・アジア青少年サイエンス交流事業」実施補助金 

 本学における中国との交流事業に関するもの ２００万１４２９円 

 

教員の研究業績の情報公開 

 本学教員の研究業績については、本学のホームページ（大学トップ＞大学に

ついて＞情報公開＞教員一覧）に公開されており、内容は教員氏名、最終学歴、

学位、著書、学術論文、学会発表等の表題を閲覧することができる。

（http://www.osaka-dent.ac.jp/about/publication/faculty） 

 また、毎年度『大阪歯科大学教育研究論文目録』を刊行し、公的機関に配付

し、本学ホームページ（大学トップ＞６年間の学び＞研究室紹介）に掲載して

いる。（http://www.osaka-dent.ac.jp/study/course） 

 

Ⅳ．附属病院の財務改革・その他の取組 

 本学附属病院の目的は、大阪歯科大学学則第１条に則り、患者の診療を通じ

て歯科医学の教育研究を達成するとともに、地域社会に貢献しようとするもの

である。大正２年１０月大阪歯科医学校附属医院開設、昭和１０年１０月天満

橋学舎に大阪歯科医学専門学校天満橋附属医院開設を経て、昭和２７年２月大

阪歯科大学附属病院として認可され、現在に至るまで常に地域歯科医療の中核

となっている。 
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１．平成２７年度患者数・収入等 

 医療収入については、理事会傘下の法人関係委員会である附属病院経営改善

委員会で過年度のデータをもとに、収支改善のための収入目標額の提言を行い、

病院運営委員会において各診療科の収入目標達成状況を報告、医療収入改善に

向けて各診療科で一層の収入増への取り組みを促してきた。 

 医療収入は、平成２６年度に引き続き２０億円を超えた（２０億４０１７万

６２０円）。平成２７年度の外来患者数は２５万４２８９人、一日平均で１０４

８．７人、開院日数２３９日であった。（土曜日診療については、初診・再診合

わせた平成２７年度患者数は３，７９３人、一日平均７４．３７人であった。） 

   

２．病院情報システムの稼動 

 かねてから稼動準備中であった「病院情報システム」は、平成２７年１１月

２日から本格稼動した。「病院情報システム」は、歯科電子カルテシステム系、

医科・歯科共通カルテシステム系、医事会計システム系から構成され、順調に

運用されている。この運用は、「大阪歯科大学附属病院 病院情報システム管理

運用規程」、「大阪歯科大学附属病院診療端末における外部接続機器利用要項」

（平成２７年１１月１日施行）に則って行われている。 

同時に導入された医事会計自動精算機により、会計受付の待ち時間が従来に

比べ格段に短縮されている。 

 

３．歯科医師の派遣、訪問歯科診療 

社会福祉法人阪神福祉事業団センター診療所、日本放送協会（大阪放送局）

への派遣を行った他、訪問歯科診療としては、国家公務員共済組合連合会大手

前病院、関西電力病院において実施している。また、関西医科大学天満橋総合

クリニックからＭＲＩの特殊検査依頼を受け付けている。 

 

４．歯科医師臨床研修 

 平成２７年度（平成２８年３月末）修了者は８８名で、プログラムＳ（単独

型）１８名、プログラムＣ（複合型）７０名であった。研修歯科医受入施設は、

４３施設であった。平成２７年度臨床研修費等補助金は、７２５９万６０００

円で、前年度比で２１１６万円の減額であった。 

 第１１回大阪歯科大学附属病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会を平成２

８年１月１０、１１日に開催し、２４名が参加した。今回の講習会で本学附属

病院の専任教員のほぼ全員が指導歯科医の有資格者となった。また、研修歯科

医の協力型施設選択の一環として、次年度の研修予定者と現役研修歯科医との

情報交換会が平成２８年３月に行われた。 

 

５．病診連携講演会・懇談会 

 例年行われている病診連携講演会・懇談会は、平成２７年度で１３回目を迎

え、紹介元医療機関を招き平成２８年２月１３日に開催された。本年度医療機

関から紹介された新患者数は、１０，０６９人であった。 
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６．地域医療連携 

 地域歯科医療の支援として、本年度もＣＴ、ＭＲＩ、歯科用ＣＴ、検体検査

及び病理検査の体制を整備し、地域の診療所の多くの先生方との共同治療に利

用されている。 

本院と隣接する「国家公務員共済組合連合会 大手前病院」とは協力医療機

関相互診療委託契約を締結しており、患者の治療に当たり、緊密な連携を取っ

ている。３か月に１回の割合で定期的に相互の病院で、それぞれの副病院長、

医員、看護師長、歯科衛生士長、事務職員等が参加し打ち合わせ会を開催し、

医療連携の推進、情報交換等を話し合ってきたが、平成２８年２月からは「大

手前病院・大阪歯科大学附属病院協力医療機関定例連絡協議会」に改称し、更

なる連携を図ることになった。 

 

７．医療安全講習会、医療機器安全管理講習会、院内感染対策講習会等 

 医療安全、院内感染防止等の講習会を平成２７年度は下記の日程で開催し、

多数の教職員が受講した。 

・医療安全講習会 

 8月 25日「ヒューマンエラーと安全管理」 

12月 10日、17日「苦情対応のポイント」（ＤＶＤ講習） 他 4回開催 

・医薬品安全管理講習会 

2月 2日、4日「新病院システム(電子カルテ)導入後の医薬品処方オーダー入力に関

して 問題とその対策について 医薬品の適正使用に関するお知らせ」他 2回開催 

・医療機器安全管理講習会 

8月 6日「デンタルユニットから見る歯科医療の安全性と世界基準のインフェクショ

ンコントロール」 

11月 13日「研削・切削材製品を安全にご使用いただくために」 

12月 8日「新ビューワーソフトウエアの機能・操作説明」 他 6回開催 

・院内感染対策講習会 

8月 27日「標準予防策と経路別予防策～歯科診療における職業感染対策」 

 10月 1日①「飛沫感染対策について」 

 ②「インフルエンザ予防接種について」 

 12月 3日「針刺し・切創対策」 他 7回開催 

 

８．平成２７年度医療事故防止のための相互チェック 

 国公私立大学歯学部長・歯学部附属病院長会議が主体となって行っている「歯

学部附属病院医療事故防止相互チェック」では、平成２７年度から、私立歯科

大学・歯学部附属病院の全てが参加して実施されることになった。本院には、

平成２７年１２月４日に徳島大学病院から２名、昭和大学歯科病院から２名が

来院され相互チェックが行われた。  
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Ⅴ．歯科技工士・歯科衛生士両専門学校の改革 

１．歯科技工士専門学校 

 大阪歯科大学歯科技工士専門学校は、歯科技工士としての必要な知識と技術

を修得せしめるとともに、更に高度な技術の向上を図ることを目的としている。 

 優秀な生徒の確保を目指し、高校訪問、ホームページや独自の広報誌である

ＯＤＵＴＥＣＨjournalを刊行し、実際の歯科技工の現場で働く卒業生の声を掲

載するなど地道な広報活動を行い、入学試験は、推薦、一般、ＡＯの区分で実

施した。教育は「義歯専攻コース」、「ＣＡＤ／ＣＡＭ専攻コース」、「インプラ

ント専攻コース」の３つのコースを選択し、特色ある医療専門職教育を行った。

２年間の教育課程を経て受験となる歯科技工士国家試験は、平成２７年度では

合格率１００％である。 

 平成２７年度の就職状況は、求人件数１５６件、求人倍率１３．２で、主な

就職先は、総合病院、診療所、歯科医院、歯科技工所及び一般企業があり、平

成２７年度就職率は１００％である。 

 

２．歯科衛生士専門学校 

 大阪歯科大学歯科衛生士専門学校は、歯科衛生士として必要な知識と技術を

修得せしめるとともに教養の向上を図ることを目的としている。 

 生徒募集については、高校訪問、ホームページなどにより積極的な広報活動

を行い、入学試験は、推薦等、一般、ＡＯの区分で実施した。平成２７年４月

から教育訓練給付制度（専門実践教育）の指定を受けた。 

 ３年間の教育課程を経て受験となる歯科衛生士国家試験の合格率は、平成 

２７年度では１００％である。 

平成２７年度の就職状況は、求人件数９５１件、求人倍率２２．１％で、主

な就職先は、総合病院、診療所、歯科医院及び一般企業があり、平成２７年度

就職率は１００％である。 

 

３．大阪歯科大学医療保健学部（仮称）設置認可申請について 

本学理事会において、歯科技工士・歯科衛生士両専門学校の将来のあり方が

検討された結果、平成２９年４月開設を目指し、医療保健学部（仮称）として、

改組転換を図ることとなった。 

同学部は、口腔保健学科（定員７０名）と口腔工学科（定員３０名）の２学

科を置き、本学の建学の精神である「博愛」と「公益」に基づき、幅広い人間

観、専門知識、技能をもって歯科医療を担う熱意のある人を育成することを目

的としている。現在、文部科学省に設置認可申請中であり、本学医療保健学部

（仮称）設置準備室が、オープンキャンパスの開催に向けて詳細を検討中であ

る。 
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Ⅵ．キャンパス施設・設備の整備 

自習室の整備 

 本学は、学生の自主性を育み、「自学自修」できる環境を整えることに注力し

てきた。平成２７年度は、第４学年対象の自習室を楠葉学舎の自転車置場を改

修して設置した。学舎別の自習室整備状況（全学舎における自習室総床面積：２，２８７．

１３㎡：内訳・楠葉 903.30㎡、天満橋 816.71㎡、100周年記念館 567.12㎡）は、下表のとおりで

ある。 

 

［学舎別自習室整備状況（平成２８年３月末現在）］ 

 ■ 楠葉学舎（利用時間：８時から２１時まで） 

号館階数 室名 席数 割当学年 床面積（㎡） 

２号館１階 自習室 １０１ 第４学年 ２０５．８６  

２号館３階 
ゼミ室３・４ ４８ 第２学年 ５６．４１  

学生自習室      ３２ 第１学年 ７３．００  

４号館２階 
自習室① １９ 第３学年 ４９．４３  

自習室② １９ 第４学年 ４９．４３  

４号館１階 食堂 ２４０ 共用 ４６９．１７  

 

■ 天満橋学舎（利用時間：正課以外の時間で２１時まで。ただし、西館３階は７時か

ら２１時、西館５階・臨床講義室は１７時～２１時、本館１４階プラザフォーティー

ン１４時～１９時で、利用できない場合もある。） 

号館階数 室名 席数 割当学年 床面積（㎡） 

西館５階 臨床講義室 １５０ 第５学年 ２０３．９０  

西館３階 
ゼミ室１２ ４ 

第６学年 

１７．０８  

自習室 １４１ ２８５．９７  

南館１階 

ゼミ室 ８    １２ １９．３０  

ゼミ室 ９   １８ １４．８６  

ゼミ室１０    １８ １４．４５  

ゼミ室１１ ８ １６．１３  

本館１４階 プラザフォーティーン ８０ 第５学年 ２４５．０８  

 

 ■ 創立１００周年記念館（利用時間：８時から１９時まで） 

階数 室名 席数 割当学年 床面積（㎡） 

３階 

３０１中講義室 １６８ 

第６学年 

２２７．７５  

３０２ゼミ室 １５ ３７．９９  

３０３ゼミ室 １５ ３５．６４  

２階 

２０１小講義室 ３０ １２７．４５  

２０２小講義室 ２５ １００．３０  

２０３ゼミ室 １５ ３７．９９  
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図書館サービスの充実 

 本学の図書館は、十分な教育研究活動を行うために、必要な質・量の図書、 

学術雑誌、電子媒体（和書、洋書等の蔵書１７９，０８０冊、電子ジャーナル

４，９２１）等を備え、専門的知識を持つ職員を配置し、学生の要望に応えて

いる。また、卒業生、学外の方の一部にも利用開放している。 

 楠葉学舎本館は、平日８時４５分から２０時まで（試験期間は２１時まで）、

土・日・祝日は試験期間の１１時から１８時まで開館しており、天満橋分室は、

平日８時４５分から２１時まで（４月、３月は２０時まで）、土・日は１１時か

ら１８時まで開館している。 

 

情報設備等の運用・管理 

 教育情報センターが、本学のＩＣＴ（情報通信技術）関係の運営・管理を行

っており、３学舎間のネットワーク設備についてその充実に努めている。 

平成２７年７月２１日より、楠葉学舎４号館２階学内書店横のスペース（２

３．７６㎡）に学生用オープン端末（パソコン８台、レーザープリンタ１台）

を設置し、学生の利用を開始した。 

  

Ⅶ．法人・大学の管理運営 

・平成２７年度は、経費の抑制を図るとともに教育・研究・臨床の各活動の活

性化に努めた。人材の育成、施設設備の整備、業務の改善を進めた。 

・節電ビズ、ウォームビズの実施時期を早め、省エネルギー意識の高揚を図る

ことで、エネルギーコストの削減を行った。 

・人材育成について、従来から行っているＯＪＴの他に、文部科学省、日本私

立大学協会、日本私立歯科大学協会などの関係機関等が主催する研修会に事務

職員を派遣した。 

・平成２７年８月には、課長補佐以上の事務職員を対象に、「新たな未来を築く

ための大学教育の質的転換に向けて（平成２４年８月２８日中央教育審議会答

申）について」と題して「ＳＤ研修会」を開催した。 

・教職員の人権意識の向上を図るために、平成２８年２月に「人権講演会」を

開催した。テーマは、「職場のハラスメント問題の動向」であり、ハラスメント

問題に関する近年の動向を紹介し、教育指導上留意したいポイントについて学

んだ。 
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